
〈記入例１〉退職等で未徴収の税額を普通徴収にする場合

　　　　　　７月分まで特別徴収（給与から天引き）し，８月分以降を普通徴収（本人が納付）にする場合

異動年月日を記入して

該当の事由を○で囲み，

異動後の未徴収税額の

徴収欄「Ｃ」を○で囲んで

ください。

死亡退職の場合は，代表相続人の住所

と氏名を記入してください。

税額通知書に記載してある指定番号と

宛名番号を記入してください。

給料から天引きして徴収

した月と徴収済の合計額

を記入してください。

税額通知書に記載して

ある特別徴収の年税額を

記入してください。

１月１日現在の住所と

違う場合に記入してくだ

さい。

－ ５ －



〈記入例２〉退職等で未徴収の税額を一括徴収にする場合

　　　　　　９月分まで特別徴収（給与から天引き）し，10月分以降（10月から５月）を一括徴収する場合

出国（帰国等）される場合は，従業員へご説明の上，可能な限り

一括徴収していただくようご協力をお願いします。（4ページ参照）

※退職日が１月以降の場合で，特別徴収の継続の申出が

ないときは，一括徴収してください。（死亡の場合は除く）

徴収予定年月日・徴収予定額及び

納入月を記入してください。

一括徴収した税額は，納入書の「給与分」
欄に加えて記入してください。

給料から天引きして徴収

した月と徴収済の合計額

を記入してください。

税額通知書に記載して

ある特別徴収の年税額を

記入してください。

税額通知書に記載してある指定番号と

宛名番号を記入してください。

異動年月日を記入して

該当の事由を○で囲み，

異動後の未徴収税額の

徴収欄「Ｂ」を○で囲んで

ください。

－ ６ －



〈記入例３〉転勤等で新しい勤務先で特別徴収を継続する場合

　　　　　　10月分まで特別徴収（給与から天引き）し，11月分以降（11月から５月）から新しい勤務先で

　　　　　　特別徴収（給与から天引き）する場合 税額通知書に記載してある指定番号と

宛名番号を記入してください。

異動年月日を記入して

該当の事由を○で囲み，

異動後の未徴収税額の

徴収欄「Ａ」を○で囲んで

ください。

新しい勤務先の名称・所在地等を

記入し，月割額と特別徴収の開始

月を連絡してください。

給料から天引きして徴収

した月と徴収済の合計額

を記入してください。

税額通知書に記載して

ある特別徴収の年税額を

記入してください。

事業所が各従業員に付番した任意の番号

(社員番号等)を記入してください。付番

していない場合は記入不要です。ただし，

税額通知書(納税義務者用)を電子データ

で受け取る場合は，必ずご記入ください。

２３４５６７８９１２３４５

－ ７ －



〈記入例４〉普通徴収から特別徴収に切り替える場合

　　　　　　新規採用した者が普通徴収分（本人が納付）は第１期分は納付済みで，普通徴収第２期分以降を

　　　　　　８月分（９月10日納期限）から特別徴収（給与から天引き）に切り替える場合 税額通知書に記載してある指定番号を

記入してください。

前勤務先を退職されて間もない場合等で普通徴収

の納付書をお持ちでない場合は記入不要です。

税額通知書の発送が間に合わない場合は，

連絡させていただきます。

事業所が各従業員に付番した任意の番号

(社員番号等)を記入してください。付番

していない場合は記入不要です。ただし，

税額通知書(納税義務者用)を電子データ

で受け取る場合は，必ずご記入ください。

－ ８ －


